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１．実施目的 

第５次かつらぎ町長期総合計画の策定にあたって、町内の高等学校に通学する生徒たちの、まちづ

くりへの参画機会を確保するとともに、若い世代のダイレクトな意見を把握することで、計画（特に

基本構想）に反映するための基礎資料を得ることを目的としました。 

また、ワークショップの名称については「かつらぎ “ミライ” ワークショップ（⾼校⽣ワークショ
ップ） 〜わたしたちが発信したい、12 年後のかつらぎ町〜」として実施しました。 

 

２．開催概要 
 

テーマ 内 容 参加者 

発信したくなる

“かつらぎ町の

ミライ”につい

て考えよう！ 

町内の高校に通うみなさんから見た、かつらぎ町の「いいね！」と

「イマイチ…」について意見交換しながら、12 年後、みなさんが発

信したくなるかつらぎ町を描いてください。 

12 年後の、まちの未来像については、動画投稿サイトのようなかた

ちで、グループワークでまとめあげます。キーワードは「＃ハッシ

ュタグ」をつけるなどして楽しくまとめ、最後はグループで発表し

てもらいます。 

29 人 
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３．発表の要旨 

（１）Ａグループ 

 

 

 

子どもが元気だというのは、まちのいいと

ころだと思うし、子どもが走っている様子を

描くことで、まちの元気なところを再現する

ようにした。 

また、紀の川があるおかげで、水資源が豊

富だということ、そして魚がいて、きれいな

水を表現した。 

松や木がきれいで、星もきれい、そして果

物がたくさん栽培されている様子も描いた。 

そして柿や桃を描きつつ、柿とリンゴをおいしそうに食べている人も描いている。さらに人が優し

いところもいいところだと考えて、おばあちゃんを助けている女性やおんぶしている人などがいると

ころも描いた。最後に、自然を活かした施設として、バーベキューのできるところ、テントでキャン

プをして寝ているところとともに、自然が豊かで遊べるかつらぎ町を描いた。 

 

 

  

自然豊かで人が優しい、遊べる施設のあるかつらぎ町 
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（２）Ｂグループ  

 

 

 

かつらぎ町のいいところは優しい人

が多く、昔ながらの店が多い、高校生ま

で医療費がタダ、そしてフルーツが多い

ところだと思う。 

イマイチなところは、店があまり進化

していない、街灯が少なくて夜暗いので

危ない、目立つ子育ての制度がない、無

駄な土地が多めだというようなことを、

みんなで意見交換した。 

 

 

 

 

そこで 12 年後どうあってほしいかと考

えた時に、人を集めるために、使わない土

地を活用した、地元だけの食材を使ったお

店をつくって、大阪などの都市に向けてア

ピールをしていくことができればと思う。 

そして子育て制度については、高校生ま

での医療費無料をさらにアピールして、子

育てがしやすくなる新しい制度を考え、自

然を活かした施設をつくって子育て環境

をより良くしたら、かつらぎが明るくなっ

ていくと考えた。 

 

 

 

  

子育て環境をより良くして、明るいかつらぎ町を 



4 

 

 

 

 

（３）Ｃグループ 

 

 

 

細い道が草で歩きにく

いが、ゴミが少ないとこ

ろがいいと思う。そして

人のあいさつが素晴らし

い。また、まちが狭い分、

知っている人が多く、人

の温かさを感じられると

ころがいいところだと思

う。 

 

 

 

 

公園が多くて子どもたちが遊びやすい

し、笠田にはタコ公園が２つもあるとこ

ろは良いところだと思う。一方でご飯屋

さんが少ないので、店が増えたらいいな

と思う。 

地域の人が野菜をくれたりして、畑や

田んぼが多く、自然が豊かだというとこ

ろを描いた。街灯が少ないので、将来は明

るくていい町になってくれたらいいなと

思います。果物がおいしく、いろいろなキ

ャラクターがいるのも、いいところだと

思う。 

 

 

 

 

 

  

公園が多く子どもたちが遊びやすい、人の温かいまち 
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（４）Ｄグループ  

 

 

 

私たちの発表は、

かつらぎ町の未来が

こうなっていたら、

という思いを込めて

進めたい。 

かつらぎ町では柿

やぶどうの生産がす

ごく有名で、神社や

世界遺産、日本文化

遺産なども多くある。 

 

 

 

 

そして地域では、おじいさんやおばあ

さんが優しく、関わりが深いことで有名

になっていたらと思う。 

さらに公園が多くあって、学校から駅

が近いようになっていれば。 

12 年後のかつらぎ町は、老若男女みん

なが住みやすい、たくさんの人に愛され

ているまちになっていたらと願う。 

 

 

 

 

 

 

 

  

老若男女みんなが住みやすい、たくさんの人に愛されているまち 
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（５）Ｅグループ 

 

 

 

12 年後のかつら

ぎ町は道の駅ができ

て、自然が豊かで（栽

培されている）フル

ーツが豊富なまちに

なっていたらと願う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道の駅ができて、自然豊かでフルーツ豊富！ 
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（６）Ｆグループ  

 

 

 

自然が多くて、フル

ーツがおいしいところ

などについては、いい

ところとしてまとめた。 

ハッシュタグにも書

いたように「＃過疎危

機」があるなど、どんど

ん人が少なくなってい

る状況なので、まちの

自慢であるおいしいフ

ルーツをきっかけに、 

 

かつらぎ町に来てほしいということ

が 12 年後に発信したいかつらぎ町だ

というように描いた。みんなもフルー

ツを食べよう！ 

 

 

  

過疎の危機をフルーツで盛り上げたい！ 
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４．寄せられた「いいね！」と「イマイチ…」について 

「かつらぎ “ミライ” ワークショップ（高校生ワークショップ）」では、高校生が発信したい 12 年
後のかつらぎ町を描くために、かつらぎ町の「いいね！」と「イマイチ…」について意⾒を出し合い
ながらワークを進めました。 

ここでは、意⾒交換の際に寄せられた「いいね！」と「イマイチ…」について集計することで、ま
ちの⾼校に通う⽣徒たちが抱いている、かつらぎ町のいいところや課題について抽出しました。 

 
 

◎かつらぎ町の「いいね！」については 66 件の意⾒が寄せられました。そのなかでも、「⾃然や⾵景
に関すること（16 件）」、「特産品に関すること（15 件）」、「⼈柄に関すること（10 件）」が上位を占
めました。 

◆かつらぎ町の「いいね！」 意見数：66 件 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◎かつらぎ町の「イマイチ…」については 42 件の意⾒が寄せられました。そのなかでも、「⽣活の利
便性に関すること（13 件）」、「移動に関すること（９件）」、「安全に関すること（５件）」が上位を
占めました。 

◆かつらぎ町の「イマイチ…」 意見数：42 件 

 

 

 

 

自然や風景に関すること 

…意見数：16 件 

・自然が豊か 

・景色がきれい 

・空気がおいしい  等 

特産品に関すること 

…意見数：15 件 

・フルーツ王国で有名 

・果物や野菜が新鮮で 

おいしい     等

人柄に関すること 

…意見数：10 件 

・人が優しい、温かい 

・あいさつがすばらしい 

・知っている人が多い 等

生活の利便性に関すること 

…意見数：13 件 

・お店が少ない 

・飲食店が限られる 

・施設が少ない   等 

移動に関すること 

…意見数：９件 

・交通が不便 

・電車の本数が少ない 

・道がせまい    等

安全に関すること 

…意見数：５件 

・街灯が少なく夜道が暗い

・歩道がせまい 

・川の柵などがもろい
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